


令和６年度　山形県発掘調査速報会令和６年度　山形県発掘調査速報会
主催　山形県　公益財団法人山形県埋蔵文化財センター
共催　山形市　米沢市教育委員会　南陽市教育委員会　大江町教育委員会　
日時　令和７年 3 月２日（日）　13：00 ～
会場　山形県生涯学習センター　遊学館　2 階ホール

12：00　開場
13：00　開会
13：05　令和 6 年度の県内の発掘調査の
　　　　 概要について（山形県）

13：25　報告①　史跡山形城跡（山形市）

13：45　報告②　史跡左沢楯山城跡
　　　　　　　　　　　　　　　　（大江町教育委員会）

14：05　報告③　若木館跡
　　　　　　　　　　　　（山形県埋蔵文化財センター）

14：25　休憩
14：45　報告④　史跡舘山城跡
　　　　　　　　　　　　　　　　（米沢市教育委員会）

15：05　報告⑤　長岡南森遺跡
　　　　　　　　　　　　　　　　（南陽市教育委員会）

15：25　報告⑥　西田１・２遺跡
　　　　　　　　　　　　（山形県埋蔵文化財センター）

16：00　閉会

遺跡名 調査次数 所在地 種別 時代 調査面積 調査日程 起因事業

史跡山形城跡 山形市 城館跡 中世・近世 1,500㎡ 5月 23日～
　12月 27日 史跡整備事業

史跡左沢楯山跡 大江町 城館跡 中世・近世 80㎡ 10月 15日～
　11月 15日 史跡整備事業

若木館跡 山形市 城館跡 中世 700㎡ 6月 11日～
　10月 11日 若木土砂災害対策事業

史跡舘山城跡 米沢市 城館跡 中世・近世 63㎡ 8月 26日～
　12月 2日 保存・整備目的の内容確認調査

長岡南森遺跡 第７次 南陽市 集落跡ほか
旧石器・縄文・
弥生・古墳・平安・
中世

176㎡ 5月 8日～　
7月 23日 保存目的確認事業

西田１・２遺跡 高畠町 集落跡 古墳・奈良・平安・
鎌倉 10,120㎡ 6月 3日～

　12月 27日
農地整備事業（経営体育成型）亀岡西
地区

生石２遺跡 第４次 酒田市 集落跡 弥生・奈良・平安 50㎡ 9月 17日～
20日 学術調査

越中山遺跡 鶴岡市 遺物包蔵地 旧石器・縄文 68㎡ 4月 29日～
　5月 9日 学術調査

高瀬山遺跡（F地点） 寒河江市 集落跡 縄文・古墳・平安 121㎡ 9月 11日～
　10月 11日 個人住宅建設

諏訪原２遺跡 山辺町 集落跡 中世・近世 1,100㎡ 5月 20日～
　9月 13日

交通安全道路事業
主要地方道山形朝日線（山辺工区）

米沢城東二の丸跡 第 19次 米沢市 城館跡 中世・近世 106㎡ 10月 15日～
　11月 15日 個人住宅建設

発掘調査速報会報告遺跡一覧
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部に認められた遺構であり、現存する二ノ丸土
塁裾にもある山形城の特徴である。
　二ノ丸旧市営球場跡地は約 500㎡の東西ト
レンチ調査を行った。現在の地表面から地下
１ｍ程は近現代のかく乱再堆積層であった。
その直下から近世の瓦及び礫の集中箇所がい
くつか検出されたが、遺構は検出されず近世
前期の盛土であることがわかった。盛土層は
褐色で厚さ１ｍ以上に及び、同層からは土師
質土器・金属製品・輸入磁器・国産陶器等が
比較的大量に出土した。これらは江戸時代前
期までの所産であり、 最上氏時代に相当する
可能性が高い。
　今年度の調査で、本丸北堀土塁の様相と二
ノ丸の遺構の残存状況が明らかになった。　

（五十嵐貴久）

史
し せ き

跡山
やまがたじょうあと

形 城 跡 −江戸時代後期の瓦捨て場と
　　　　江戸時代前期の盛土−

山 形 市

本丸北堀土塁跡瓦捨場断面と護岸石垣検出状況 二ノ丸旧市営球場跡地調査状況（北東から）

瓦捨場出土堀田氏家紋黒鬼瓦

　山形城跡の発掘調査は史跡整備に伴うもの
で、令和６年度は本丸北堀土塁跡の第６次調
査と、二ノ丸北側の旧市営球場跡地の第３次
調査を行った。北堀土塁跡では土塁裾に「瓦
捨て場」を検出した。極めて多量の瓦が土砂
をあまり挟まずに堆積しており、一括廃棄であ
ることを示している。 瓦は黒瓦が主体だが施
釉の赤瓦も含み、その比率は黒瓦：赤瓦が４：
１であった。黒瓦群の特徴は堀田氏家紋鬼瓦
や幕末期直前の 19 世紀前半までの瓦群であ
る。赤瓦の導入時期は堀田氏家紋軒丸瓦が出
土するため、18 世紀前半と考えている。18 世
紀半ばには約３年間幕府直轄領期があり城内
が荒廃したと伝わり、その後入部した秋元氏に
より城修復が進められた結果、瓦の廃棄が行
われた可能性が高いと考えられる。今年度調
査地点は、鬼瓦・鯱瓦の出土から本丸北東隅
の「艮

うしとらのかた

ノ方櫓」 に由来すると考えられる。 瓦
を除去すると、その奥に「護岸石垣」が出現
した。 本丸土塁の裾部に高さ 70 ～ 80cm の
玉石積みで築かれ、石の平らな面を表面に配
置し石垣全体が平滑化する志向がうかがえる。
背後は地山の砂礫層で裏込めはなく、切り落と
した斜面に直接石材を積み上げていた。同様
の遺構は、これまでの調査でも本丸土塁の裾
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史
し せ き

跡左
あてらざわたてやまじょうあと

沢 楯 山 城 跡 −川を臨む広大な山城− 大 江 町

　左沢楯山城跡は最上川を眼下に臨む楯山に
築かれた山城の跡である。出羽国村山地方を
代表する中世から江戸時代前期の城跡で、「左
沢氏とその一族、伊達氏、最上氏との抗争を
軸に展開した村山地方の中世から近世に至る
動向を知るうえで貴重な城跡」として、 平成
21 年２月 12 日、 約 25ha が国史跡に指定さ
れた。現在は「八幡座」や「ゴホンマル」な
ど城中核部への散策路や調査でみつかった櫓
跡を表示した案内板などが整備されている。
　今回の発掘調査は、 今後整備が予定され
る北側丘陵東部の「寺屋敷」上部曲輪（C9）
で実施した。「寺屋敷」では大型の掘立柱建
物や池状の石組みが確認されている。城内最
大の面積を持つ迎賓館的な空間で、その上部

曲輪は「寺屋敷」で使用した器材が収納され
た可能性が指摘されている。 平成 29 年から
史跡整備目的の調査を進めており、今年度は
５年目として曲輪東部と北部に調査区を設定
した。
　東部の調査区では地山の軟岩の上で、深い
ものは 70cm ほど掘り込まれた円形と方形の柱
穴跡約 60 基を確認した。過年度の調査でみ
つかったものとあわせて複数の掘立柱建物を
構成するとみられる。
　軟岩の表面は概ね平らになっているが、長
さ 10 ～ 20cm、深さ数 mm から数 cm 程度の
細かい溝や数㎝の方形の窪みなど、人為的な
細かい痕跡が確認された。鋤や鍬様の工具の
刃の跡とみられ、曲輪が築かれた当時、岩盤
をはつって平らに成形したときのものが含まれ
ると考える。
　北部では、 谷に設けられた虎口の付近で、
軟岩のブロックによる埋め立ての痕跡を確認し
た。岩盤を成形した際生じたブロックで谷を埋
め立て、曲輪を造成したと考えられる。
　今後は建物とともに、 岩盤を加工した工具
の痕跡から読み取れる情報や旧来の地形と造
成状況を検討し、築城にまつわる歴史の一端
を明らかにすることが課題である。
　　　　　　　　　　　　　（水戸部泰子）

岩盤（軟岩）を掘り込んだ柱穴跡と表面に残る工具の痕跡２ 柱穴跡の中にも工具の痕跡が残っている

岩盤（軟岩）を掘り込んだ柱穴跡と表面に残る工具の痕跡１
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　若木館跡の調査は、 土砂災害防止事業に
伴って行われた。調査は調査区を工事用道路
建設区・東調査区・西調査区の 3 か所に分け
て行った。なお、 東調査区はさらに上段と下
段に分けている。
　工事用道路建設区ではテラス状の平坦面を
作り出し、その後に埋め戻しを行っている箇所
や江戸時代後半に行ったと考えられる土地造
成の痕跡も確認出来た。
　東調査区の上段面では多くの柱穴と溝跡が
検出された。柱穴は直径が小さく、深く掘りこ
むものが多い。この特徴は中世にみられるも
のであり城館が機能していた時期に掘られたの
ものと考えられる。柱穴の中には直径 80㎝程
のものも存在した。下段面では平坦面を作り
出すための整地が行われていることが確認で
きた。
　西調査区では北半分で平坦面を作り出すた
めの整地層が確認された。整地層の上面から
はピットや溝が少数検出された。調査区の南
側では柱穴が集中して検出された。柱の軸線
もある程度そろっていることから建物が存在し
ていたと考えられる。この部分は地山が露出し
地盤が安定している場所である。
　遺物は 15 世紀頃の青

せ い じ

磁や白
は く じ

磁、天
てんもくちゃわん

目茶碗、

茶
ちゃうす

臼や火
ひ ば ち

鉢（風
ふ ろ

炉？）など、お茶に関する道
具が出土した。また、縄文土器や近世に属す
る陶磁器、石鉢や坩

る つ ぼ

堝・古銭などが出土して
いる。
　若木館跡は 1400 年代に造られたとされてい
る。 今回の調査で出土した遺物には 15 世紀
のものが一定数あり、また、輸入磁器や茶臼
など、中世の城館でよくみられる遺物も出土し
ている。これらが出土したことから 15 世紀段
階で館として存在していたと物証の面から証明
できたといえる。
　若木館は若木城として史料上に見える。そ
の廃城は 1622 年といわれている。今回の調
査では 16 世紀に属する遺物がほぼ出土してお
らず、その時期の状況がはっきりとしなかった。
今後の検討課題といえる。　　　（渡辺和行）

若
わ か き た て あ と

木館跡 −山形市を一望できる館跡− 山 形 市

若木館跡の全景。手前が西調査区。中央付近が東調査区上段。写真左
が北（空中写真） 工事用道路建設区から出土した遺物

西側調査区南側で検出された柱穴の集中部（写真右側が北）

東調査区（上段）東調査区（上段）

西調査区西調査区
工事用道路建設区工事用道路建設区

坩坩
る つ ぼる つ ぼ

堝堝 白磁（皿）白磁（皿） 青磁（碗）青磁（碗）

古銭（永楽通宝）古銭（永楽通宝）
かわらけかわらけ 火鉢か火鉢か風風

ふ ろふ ろ
炉炉

青磁青磁
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　史跡舘山城跡は、米沢市西部の大字口田沢・
舘山地内の丘陵上に築城された山城と、それ
に伴う東

ひがしだて

館・北
きただて

館と呼ぶ山麓居館（根
ね ご や

小屋）
で構成される中世～近世初期の城館跡である。
平成 28 年 3 月1 日付けで国の史跡となったが、
緊急発掘調査への対応で事業を一時休止して
おり、令和 2 年度から調査を再開している。
　今年度は、山城の西側に位置する曲輪Ⅲ南
端の高台の調査を実施した。米沢市街と会津
地方に向かう街道を見通せるため、山城の物
見台と推定される場所である。櫓

やぐら

の柱穴や柵
さく

列
れつ

等の遺構の有無、高台の造成時期や場の機
能を確認するため調査を行った。
　調査により、 高台は自然の尾根を利用し、
尾根の上に盛土を施して人為的に高台頂部の
平場（南北約 10m、 東西約 17m）を構築し
ていることが確認された。盛土は高台頂部で
約 1.4m、 高 台 頂 部 の 端 部で は 約 1.1 ～ 1.9
ｍの厚さがある。盛土は、白色基調の「盛土
1」、黄褐色基調の「盛土 2」に大別され、高
台頂部の端部の一部では「盛土 1」と「盛土 2」
の間に自然堆積土と考えられる黒褐色土層が
確認されたことから、ある程度の時間差をもっ
て 2 時期に分かれて造成されたと考えられる。
また、高台頂部の端部では「盛土 2」の下部

に平場を崩れにくくするためと考えられる約 10
～ 40cm に砕いた泥岩の石積みが確認された。
　高台頂部には「盛土 1」の上面に石

せ き し

祠があり、
石祠の周辺や「盛土 1」上面から賽銭と考え
られる古銭（寛

かんえいつうほう

永通宝、聖
しょうそうげんぽう

宋元宝）が出土した。
出土状況から「盛土 1」は江戸時代には既に
存在していたと考えられる。
　「盛土 1」上面で柱穴等は検出されなかった
が、「盛土 2」の上面で南北方向に延びる溝跡
と考えられる遺構が 1 基検出された。
　本調査では確実に山城に伴うと考えられる
遺構・遺物は確認されなかったが、今後溝状
遺構等に含まれていた炭化物の年代測定を実
施し、高台の造成時期の検討を進めていく予
定である。　　　　　　　　　　（八木博之）

史
しせきたてやまじょうあと

跡舘山城跡 −曲
く る わ

輪 III の南側高台の調査− 米 沢 市

0 100m至
赤

芝
町

曲輪Ⅱ

曲輪Ⅰ

北館

東館

大樽川

小樽川

曲輪Ⅲ

指定範囲
令和 6年度調査箇所
過去の調査区

令和 6年度調査区

令和６年度調査区全景（東から） 高台頂部トレンチ土層断面（北から）

史跡舘山城跡調査区配置図

石祠
西

南 北
溝跡？

盛土 1

盛土 2

地山
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　長岡南森遺跡は南陽市長岡地区の南森丘陵
に立地する。遺跡保護と実態解明のため、平
成 30 年度から確認調査を実施し、これまでの
調査の結果から、丘陵頂部で古墳時代の竪穴
住居跡を 5 棟検出し集落跡であることが判明
した。 第 7 次調査となる今年度は、これまで
の調査で検出された遺構の規模等の補足調査
を中心に調査を行った。
　T18s 付近の丘陵肩部では新旧二時期の盛
土が検出された。T19e では 2 号住居の東辺
を確認し、 一辺 3.6m ～ 4m の竪

たてあなじゅうきょあと

穴住居跡で
あることが判明した。T20a-s では 6 号住居と
新たに 7 号住居が検出された。6 号住居は一
辺 6.5m、7 号住居は一辺 7m ～ 7.5m の竪穴
住居跡とみられる。7 号住居の床直上では古
墳時代の土

は じ き

師器片が出土した。T20a-s の丘陵
頂部西の溝跡（SD10）では、 斜面流土及び
溝底面から古墳時代の土師器片が出土した。
また SD10 からは寛

かんえいつうほう

永通宝が出土し、 近世に
溝跡を掘り直していることも明らかになった。
T20c-nw、T20c-sw では 4、5 号住居と新たに
8 号住居の南西角を検出した。4、5 号住居は
一辺 5.5m ～ 6m とみられるが、プランについ
ては検討が必要である。8 号住居は一辺 5m

以上の竪穴住居跡とみられる。また T20c-nw
の表層下では高

たかつき

坏脚部を含む土師器片が検出
された。T20c-ne では 3 号住居の西壁、北西・
南西角と頂部縁辺でピット群が検出された。3
号住居は一辺 6.7m の竪穴住居跡とみられる。
　遺物は土師器が中心で、縄文土器や須

す え き

恵器
片も出土している。土師器は高坏型のミニチュ
ア土器や器

き だ い

台等の祭祀に関連するものが出土
している。
　本遺跡は付近の稲荷森古墳との関係が考え
られるため、 史跡としての保存・活用を視野
に今後も調査に取り組んでいく。   

（斉藤紘輝）

長
ながおかみなみもり

岡 南 森遺跡 −独立丘陵上の古墳時代の集落ー 南 陽 市

T20c-nw　８号住居跡
南西角検出状況

T20a-s　７号住居跡
床直上の土師器出土状況

長岡南森遺跡調査区
今年度は T18s ～ T24s（調査区）を調査した。
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西
に し だ

田 1・2 遺跡 −池をもつ庭園の可能性− 高 畠 町

図 1　西田 2遺跡完掘状況オルソ画像（縮尺 1/800）

　西田 1 遺跡と西田 2 遺跡の調査を同時に実
施した。古墳時代・平安時代・鎌倉時代に作ら
れた数多くの遺構が見つかり、当地の人々の暮
らしぶりが少しずつ見えてきた。
西田 1 遺跡（図 2）
　平安時代（9 世紀後半）に建てられた総柱の
掘立柱建物（図 3）が 1 棟見つかった。倉庫と
して使われたと
考えられる。他
には、同じく平
安時代の土坑、
古墳時代の溝、
中世の井戸・柱
穴 な ど が 見 つ
かった。調査区
の西隣には船橋
神 社（ 春 日 神
社）が鎮座して
おり、関係する
遺構だった可能
性もある。
西田 2 遺跡

（図 1）
　 古 墳 時 代 で
は、2 基の方形
周溝墓（図 4・
5）が見つかっ
た。方形周溝墓
１は、出土遺物
から古墳時代前
期のものと考え
られる。もう一
方も近い時期の
ものだろう。
　鎌倉時代（13
世紀頃）には、

数多くの柱穴、土坑、井戸（図６・７）、溝、そ
して池（図８）が作られた。無数の柱穴の存在
は、かつて多数の掘立柱建物が建てられ、さら
に近い場所に何度も建て替えられたことを示して
いる。
　池は庭園を構成するものであること、庭園は寺
院に付属することが多いことから、この地に寺院

方形周溝墓 2 →方形周溝墓 2 →

井戸枠のある井戸→井戸枠のある井戸→

曲物のある井戸→曲物のある井戸→

↑↑
旧河道沿いに井戸や土坑が密集旧河道沿いに井戸や土坑が密集

←←方形周溝墓 1方形周溝墓 1

←池←池
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が存在した可能性が浮上してきた。このあたりを
領有した長井氏に近い人物が建立したのだろう。
　数多くの井戸が旧河道上に作られている。旧
河道部分は砂地であり、地下水が豊富に含まれ
ている。井戸には、縦板や曲物を設置したもの
や素掘りのものなどがあった。大型の土坑は水
脈を探すための試し掘りの痕跡なのかも知れな
い。なぜこんなに多くの井戸が必要だったので
あろうか。　　　　　　　　　　（水戸部秀樹）

図 2　西田 1遺跡完掘状況オルソ画像（縮尺 1/800） 図 3　西田 1遺跡、掘立柱建物（北西から）

図 4　西田 2遺跡、方形周溝墓 1（南東から）

図 5　西田 2遺跡、方形周溝墓 2（南東から）

図 7　西田 2遺跡、井戸枠のある井戸（南東から）

図 6　西田 2遺跡、曲物のある井戸（北西から）

図 8　西田 2遺跡、池（南東から）

←掘立柱建物←掘立柱建物
井戸井戸
↓↓
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　東北芸術工科大学では酒田市の協力のも
と、2020 年度から「庄内地方の特性に基づく
遺跡・遺物の活用の研究」を開始し、縄文～
弥生時代を対象にした遺跡の調査・研究と現
代における活用方法を探ることを目的として生
石 2 遺跡の発掘調査を実施している。
　過去 3 次にわたる試掘調査では、標高 15.5
～ 16m の比較的高い部分から古代の遺物の
出土と溝状遺構を検出し、標高 13.8 ～ 14.0m
の低地部分からは古代の遺物に加えて弥生土
器が出土した。また、古代の層の下部には矢

や

流
だれ

川の氾濫により形成された氾
はんらんげん

濫原堆積物を
確認し、当該地形の形成過程の一端を明らか
にできた。そこで、2024 年度は低地部分の
10m × 5m の範囲を掘削し、弥生時代以前の
遺構・遺物を確認することに努めた。
　調査区北側では、現代の盛土 1.25m を除
去すると青灰色シルト層から摩耗した土師器・
須恵器の破片が約 5m × 2m の範囲で平面的
に広がって出土した。これは河川の氾濫等によ
り流された遺物が水田（時期不明）の底部分
に堆積したものと考えられた。
　調査区南側では古代の土器とともに小礫が
帯状（幅 1m、長さ3m）に検出され、東から
西に流れる自然流路の一部と判断した。

生
お い し

石２遺跡（第４次）−‟米どころ庄内”の源流− 酒 田 市

　調査区東側では、壁面にサブトレンチを設
定して土層を確認したところ、地表下 1.25m
以下の青灰色砂層中から弥生土器が出土し、
より古い時代の文化層の存在が確認された。
　遺物は大半が土器の破片で、縄文晩期末葉
の特殊工字文である変形匹字文が施された浅
鉢や、弥生時代前半期の甕の底部～胴下半部
などが出土している。
　調査はわずか 4 日間であったため、調査途
中で埋め戻し、次年度以降により下位の地層
の掘削を行うこととした。なお、当学術調査は
大学の発掘実習を兼ねており、歴史遺産学科
の学生 18 名が参加して行った。

（青野友哉・佐藤祐輔・渡部裕司）

盛土層の下に縄文時代晩期末葉から弥生時代前半
期の土器の包含層があることを確認

調査区全景（北東から）。奥の道路が山形県（1984 年）、
農協の建物が酒田市（1982・1986 年）の調査地点

古代の土師器片が平面的に広がる状況を確認して
いる様子（西から撮影）
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　越中山遺跡は鶴岡市（旧朝日村）を流れる
赤川の河岸段丘、標高 100 ～ 105 ｍの大鳥
苗畑面と標高 125 ～ 130 ｍの越中山開拓地
面に広がる。過去には、山形大学などで教鞭
をとられた故・加藤稔氏を中心として、1958
～ 83 年に発掘調査が実施されていた。調査
の結果、後期旧石器を中心とする資料が得ら
れている。特に 1958 ～ 61 年の調査は、東
北地方において初めて行われた旧石器時代遺
跡の発掘調査として知られる。
　新潟大学・東北大学を中心として組織した
越中山遺跡調査団では、2023 年度から大鳥
苗畑面を対象として発掘調査を開始した。今
年度は、前年度に後期旧石器時代終末期の細

さい

石
せきじん

刃を中心とする石器群が出土した TP01 周
辺を中心として調査を行った。
　細石刃はカミソリの刃のように小さな石器
で、動物の角などで作った軸にはめ込んで槍
先の刃として使われたと考えられている。今回
出土した細石刃は幅１㎝と極めて小さく、製
作時に擦られた痕跡がみられることが特徴で
ある。また、主に黒

こくようせき

曜石が素材となっている。
このような細石刃を製作する技術（湧

ゆうべつ

別技
ぎ ほ う

法
白
しらたきがた

滝型）は後期旧石器時代終末期の北海道で
発生し、津軽海峡を越えて本州へ南下したも
のと考えられている。
　今年度の調査では、TP01 の南に隣接した
TP13、TP01 から東に 3.5m 離れた TP11 にお
いて、TP01 から広がる石器群の分布を確認で
きた。TP13 では黒曜石製の細石刃などが出
土し、TP11 では尖

せんとうき

頭器やエンド・スクレイパー
などが出土した。出土した尖頭器は両面加工
だが片面はおおむね平坦で、非対称な横断面
を呈する。こうした尖頭器は、新潟県樽

たるくち

口遺
跡など湧別技法白滝型の集団によって残され
た他遺跡でも出土している。

　今後も出土遺物・試料の分析を進めるとと
もに、継続した調査を行っていきたいと考えて
いる。　　　　　　　　　　　（青木要祐）

越
えっちゅうやま

中 山遺跡 −津軽海峡を越えた旧石器− 鶴 岡 市

遺跡遠景（南から。大場正善氏提供写真をもとに作成）

TP11 でのエンド・スクレイパー出土状況

TP11 での尖頭器出土状況
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高
た か せ や ま

瀬山遺跡（F 地点）
−高瀬山に点在した
　　　　古代の集落跡ー 寒 河 江 市

高瀬山遺跡（F地点）調査位置図

竪穴住居跡の調査（南西から）

調査区全景（南西から）

市道調査区市道調査区

今次調査区今次調査区

　 高 瀬 山 遺 跡は、 東 西 1000m、 南 北 600m
を越える広大な遺跡である。F 地点は高瀬山
遺跡東北端の段丘上に位置する。これまで、
市道改良に伴う発掘調査で縄文時代草創期の
尖頭器や局部磨製石斧などの石器、縄文時代
中期・晩期の土器、古墳時代の方形周溝墓・
古墳、平安時代の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・
溝跡、土師器・須恵器などが検出され、この
地に原始時代から古代にかけて人々の生活の
足跡が色濃く残されていた。
　今回の調査は個人住宅建設に伴うものであ
る。縄文時代中期の土器や石器が出土したが、
縄文時代の遺構は定かでなく、主な遺構は 9
世紀平安時代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、
溝跡などである。溝には当時の畑の畝とみら
れるものもあった。この地点で見つかった平安
期の竪穴住居跡は、3 棟になった。

　高瀬山遺跡では、山の西側の最上川沿いに
大規模な古代の集落が営まれていた。今次の
調査で、高瀬山段丘北側に点在していた、古
代集落の広がりを把握することができたのであ
る。 　　　　　　　　　　　　（大宮富善）

出土遺物（スケール 10㎝、1～ 5縄文時代、6～ 13平安時代）
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　諏訪原 2 遺跡は、JR 左沢線羽前山辺駅の
東方約 1km ほどに所在する遺跡である。主
要地方道山形朝日線での歩道設置による拡幅
工事に伴う分布調査で発見された。本遺跡は
山辺町中心部の西側に広がる丘陵地から続く
段丘で、水はけがよい緩やかな傾斜地となっ
ている。古くは桑畑として利用されていた
が、ここ数十年はリンゴを中心とする果樹園
となっている。当遺跡の北西には平安時代を
中心とした諏訪原遺跡、東側には中世城館で
ある山辺城跡がある。
　今回の調査では、主に溝跡や柱穴、素掘り
の井戸跡などの遺構が検出された。溝跡は、
概ね南北方向を主軸とし、現在の地割ではな
く区画整理以前の地割に沿ったものと見られ

る。出土遺物も近世の陶磁器片が多くあるこ
とから、近世から近代にかけての土地の区割
りや道路の側溝などの溝ではないかと推測さ
れる。また、少量ではあるが、平安時代の須
恵器の破片も出土している。8 区では幅 4m、
深さ 2m ほどのほぼ直角に屈曲した大型溝跡
が検出された。出土したのは縄文時代の土器
のみあるが、大型溝跡の断面や堆積の様子か
ら、河川跡というより人工的に掘削された溝
跡で、縄文土器は後世に堆積土と共に流入し
た可能性が高いのではないかと考えられる。
今後、一緒に出土した自然木の年代測定など
を実施して遺構の年代を確定したいと考え
る。　　　　　　　　　　　　　( 齋藤健 )

諏
す わ ば ら

訪原２遺跡 山 辺 町−段丘にある中近世の遺跡−

3 区溝跡検出状況 ( 北から ) 5 区井戸跡完掘状況 ( 西から )

8 区大型溝跡検出状況 ( 南から ) 8 区大型溝跡完掘状況 ( 西から )
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米
よねざわじょう

沢 城 東
ひがし

二
に

の丸
まるあと

跡 −古代の湿地跡と
　中近世の柱穴を確認−

米 沢 市

　本遺跡を含む米沢城跡は、米沢市教育委員
会及び山形県埋蔵文化財センターによって多
数発掘調査が実施されており、米沢市教育委
員会で実施した調査としては今回で 19 件目
となる。
　米沢城は、 文献史料によれば、 暦

りゃくにん

仁元年
（1238）の長

な が い

井時
ときひろ

広による築城を起源とされ
ているが、本格的な城の整備が行われたの
は、 天

てんぶん

文 17 年（1548） に 伊
だ て

達 晴
はるむね

宗 が 桑
こ お り

折
西
にしやまじょう

山城から米沢に本拠地を移した時と考えら
れている。その後、伊達氏は天

てんしょう

正 19 年（1591）
に岩

いわでやまじょう

出山城に移封されるまでの 43 年間居城
する。 伊達氏移封後、 蒲

が も う

生郷
さとやす

安が城主とな
るが、慶長３年（1598）にわずか７年で宇
都宮へ移封され、替わりに上

うえすぎ

杉景
かげかつ

勝の重臣、

直
な お え

江兼
かねつぐ

続が城主となる。 そして、 明治４年
（1871）に廃藩置県のため廃城となるまでの
約 270 年間、上杉氏の居城となり、米沢藩
の中枢として機能した。
　今回の調査は、個人住宅建設に伴う 106㎡
という狭い範囲ながらも、土坑・柱穴・湿地跡・
倒木痕といった遺構が検出された。柱穴から
明確に建物を確認することはできなかったが、
底面に礎石を配置した柱穴もあり、 何らかの
構造物を構成していたものと推測できる。また、
調査区北東側で湿地跡が確認された。湿地跡
の底面には自然木が多く埋没しており、 須恵
器坏の底部が出土した。平成 10 年に近接地
で実施した「伝国の杜」建設に伴う大規模な
発掘調査では、遺構は未確認ながら、古代の
遺物が多数出土しており、周辺に古代の遺構
が存在することが示唆されていたが、 今回の
調査で初めて古代の遺構（湿地跡）が確認さ
れたことになる。
　その他、 主な遺物として、 米沢城が機能し
ていた中世の内耳土鍋片や近世の陶磁器片が
出土した。
　以上から、自然遺構ではあるものの、初め
て米沢城築城以前の遺構が確認されたことは、
大変大きな成果と言える。　　　（佐藤智幸）

湿地跡。多数の自然木が埋没しており、ここの底
面から須恵器の坏が出土した。

柱穴。底面に礎石を配置しており、大型の構造物
があったものと推測できる

調査区全景（上が南）。写真の右上が柱穴群、左下
の「L」字状の遺構が湿地である。



13

memo



BC30000年

300年

600年

1400年

1500年

1600年

江
戸
時
代

時
　
　
代

安
土
・
桃
山

室
町
時
代

鎌
倉
時
代

平
　
安
　
時
　
代

奈
良
時
代

飛
鳥
時
代

古
　
墳
　
時
　
代

弥
生
時
代

晩
　
期

後
　
期

中
　
期

縄
　
文
　
時
　
代

前
　
期

早
　
期

草
創
期

旧
石
器
時
代

年代 時代

BC11000年

AD1年

700年

800年

1200年

今年度報告遺跡と県内の主な遺跡の時代区分
県内の主な遺跡今年度報告遺跡

越中山 （鶴岡市） 清水西

水林下

太郎水野

お仲間林

（村山市）

（遊佐町）

（金山町）

（西川町）

日向洞窟

火箱岩洞窟

大立洞窟

（高畠町）

（高畠町）

（高畠町）

（山形市）

（南陽市）

（尾花沢市）

（村山市）

にひゃく寺

月ノ木B

いるかい

赤 　 石

川内袋

押 　 出

小 林 A

吹 　 浦

（鶴岡市）

（高畠町）

（東根市）

（遊佐町）

百刈田

上竹野

向河原

堂　森

（南陽市）

（大蔵村）

（山形市）

（米沢市）

大在家

安久津古墳群

羽山古墳

双葉町

（高畠町）

（高畠町）

（高畠町）

（山形市）

川 　 口

小山崎

かっぱ

蕨 　 台

（村山市）

（遊佐町）

（最上町）

（酒田市）

壇山古窯跡群

大和田窯

西町田下

二色根古墳

（川西町）

（米沢市）

（米沢市）

（南陽市）

西田１

高瀬山

（高畠町）

（寒河江市）

堂の前

俵 　 田

古志田東

八 　 反

駒籠館跡

堀端・圸ノ上

四ツ塚

三 　 条

（酒田市）

（酒田市）

（米沢市）

（東根市）

（大石田町）

（長井市）

（河北町）

（寒河江市）

上の寺

大 　 楯

長 　 表

永源寺

（寒河江市）

（遊佐町）

（山形市）

（天童市）

柳沢A

小田島城

上 　 野

蔵増押切

（鶴岡市）

（東根市）

（鮭川村）

（天童市）

山形城

舘山城

左沢楯山城

（山形市）

（米沢市）

（大江町）

白鳥城

天童古城

亀ヶ崎城

谷地城

（村山市）

（天童市）

（酒田市）

（河北町）

諏訪原２

米沢城二の丸

（山辺町）

（米沢市）

鶴ヶ岡城

慈恩寺旧境内

新庄城

飛泉寺跡

坂ノ上

（鶴岡市）

（寒河江市）

（新庄市）

（小国町）

（山形市）

西田２ （高畠町）

若木館跡 （山形市）

西ノ前 

水木田

熊ノ前

西 　 向

（舟形町）

（最上町）

（山形市）

（鶴岡市）

宮の前

釜淵C

下叶水

蟹 　 沢

（村山市）

（真室川町）

（小国町）

（東根市）

長岡南森 （南陽市） 天神森古墳

稲荷森古墳

お花山古墳

西沼田

矢馳A

嶋

（川西町）

（南陽市）

（山形市）

（天童市）

（鶴岡市）

（山形市）

生石２ （酒田市）

山形県に人が住みつき、県内

で産出する良質な頁岩で作ら

れたナイフを使う

隆起線文土器を使う人が日向

洞窟などで生活を始める

竪穴住居による小集落が形成

される

漆を使って文様を描いた土器

がつくられる

計画的な大集落があらわれる

竪穴住居に複式炉が作られる

集落が減少する

中国製青銅刀がもたらされる

鳥海山が噴火する（前466年）

米づくりがはじまる

機織がはじまる

県内最大の前方後円墳がつく

られる

東北最大の円墳がつくられる

小規模な古墳群がつくられる

鉄製農具がつかわれだす

蜂子皇子、羽黒山・月山を開山

湯殿山開山(605年)

(590年)

出羽郡が建郡される（708年）

出羽柵が設けられる（709年）

出羽国が建国される（712年）

慈恩寺建立（746年）

出羽柵が秋田村高清水岡に
移転する（733年）

出羽国大地震（850年）

立石寺が開山（860年）

鳥海山が噴火する（871年）

最上郡が二分され、最上郡と

村山郡になる（886年）

斯波兼頼が山形へ入部(1356年)

最上義光没する（1614年）

最上氏改易（1622年）

上杉鷹山、米沢藩藩主に（1767年）

山形の歴史

出羽合戦（長谷堂合戦1600年）

義光の娘・駒姫処刑される
　　　　　　　　　　　(1595年)

最上義光が最上家第11代
当主となる（1570年）

十和田火山の噴火により県内
にも火山灰が降る（915年）

荘園の成立

日本列島に人が住みつき

石器を使って狩猟などを

して生活する

弓矢がつかわれだす

土器づくりがはじまる

縄文海進が進む

漁撈活動が盛んになる

落葉広葉樹林が広がる

磨石・石皿・凹石が多くなる

三内丸山遺跡が繁栄する

環状集落が発達する

関東地方に貝塚があらわれる

配石遺構がさかんに作られる

亀ヶ岡文化が栄える

九州で米づくりはじまる

吉野ヶ里遺跡が繁栄する

邪馬台国が出現（230年頃）

環濠集落の発展

前方後円墳がつくられる

大和の土師器が全国に広まる

須恵器がつくられだす

聖徳太子摂政となる（593年）

十七条憲法を制定（604年）

平城京に都をうつす（710年）

東大寺の大仏開眼（752年）

長岡京に都をうつす（784年）

平安京に都をうつす（794年）

坂上田村麻呂が蝦夷を平定

続日本紀ができる（797年）

胆沢城をつくる（802年）

将門・純友の乱（935・939年）

藤原氏の全盛（1016年）

前九年合戦はじまる（1051年）

後三年合戦はじまる（1083年）

中尊寺建立（1105年）

鎌倉に幕府をひらく（1192年）

南北朝の動乱（1336年）
室町に幕府をひらく（1338年）

種子島に鉄砲伝来（1543年）

織田信長安土城築城（1576年）

豊臣秀吉の天下統一（1590年）

関ヶ原の戦い（1600年）

徳川家康江戸に幕府をひらく

　　　　　　　　（1603年）

日本の歴史 世界の歴史

原人

旧人

新人

農耕牧畜が起こる

トルコ・世界最古の都市
チャタル・ヒュヨク成立(約6000年)

とうもろこし栽培のはじまり
メキシコ（約5000年）

楔形文字が使われる(約3500年)

ピラミッドが作られる(約2650年)

インダス文明がおこる(約2500年)

殷王朝がおこる(約1600年)

孔子生誕(552年)

仏教成立(450年)

アレクサンダー大王生誕(356年)

秦王朝がおこる(221年)

ゲルマン民族大移動(375年)

魏呉蜀三国時代(220年)

マヤ文明絶頂期(600年)

ポンペイが噴火により埋没(79年)

南北朝時代(439年)

光武帝が奴国に
金印を授ける(57年)

隋王朝がおこる(581年)

ムハンマド生誕(570年)

ササン朝ペルシア全盛(531年)

唐王朝がおこる(618年)

李白・杜甫・楊貴妃らが活躍

カール大帝戴冠(800年)

アラビアンナイト成立

高麗王朝がおこる(918年)

宋王朝がおこる(960年)

神聖ローマ帝国の成立(962年)

十字軍の時代始まる(1096年)

マグナカルタ制定(1215年)

モンゴル帝国樹立(1206年)

ダンテが活躍
百年戦争が始まる（1337年)

明王朝がおこる（1368年)

ルネサンス全盛

マゼラン世界一周(1522年)

ガリレオが活躍(1564年)

東インド会社設立(1602年)

清王朝がおこる(1636年)

アメリカ独立(1776年)

フランス革命(1789年)

ナポレオン、フランス皇帝に即位
(1804年)

リンカーンが活躍(1861年)


